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【目的】 女性が自身の生活と排泄を再認識し、日常生活の中で行うことができるセルフ
ケアを実践するための LUTS を緩和する排尿セルフケアプログラムを考案するために、以下
の 2 点について明らかにする。  
研究 1）排尿に問題のある女性の知識と生活の実態を明らかにすることで、排尿セルフ
ケアプログラムの内容を強化する。  
研究 2）温熱効果と静水圧の生理作用を用いた骨盤底筋訓練を同時に行う排尿セルフケ
アプログラムを作成し、健康女性での予備研究を行うことで日常生活での継続可能性およ
び排尿への影響について確認する。  
＜研究 1＞ 
【方法】 対象：20～40 歳の健康女性 20 名。調査内容：属性、既存の下部尿路症状に関
するスケール（主要下部尿路症状スコア (Core Lower Urinary Tract Symptom Score: CLSS)、
International Consultation of Incontinence Questionnaire-Short Form(ICIQ-SF)、過
活動膀胱症状スコア (Overactive Bladder Symptom Score: OABSS)、夜間頻尿特異的 QOL
質問票(N-QOL)）、キング健康質問票（ King’s Health Questionnaire: KHQ）、身体の冷え、
入浴を含めた日常生活の過ごし方、ストレス対処能力 sense of coherence（SOC）につい
て 3 項目版 SOC スケール SOC-UTHS で構成する。今後の介入研究に向けて、Web アンケート
に回答した感想と、回答後の介入研究への協力依頼に関する Web 上の手続きへの意見を聴
取した。調査期間：2016 年 2～4 月。本学倫理委員会の承認を得て行った（認証番号 15010）。 
【結果と考察】 Web アンケートを作成し、健康女性によるパイロット調査を行った。現
在、回答内容の分析と回答後の意見聴取を行っている。  
＜研究 2＞ 
【方法】 対象：20～40 歳の健康女性 20 名。調査内容：プログラム開始前後の上記アン
ケート調査および排尿日誌として、排尿量、尿意の強さ、残尿感、尿もれの有無と程度、1
日の飲水量、活動内容を記録する。プログラムの実施方法：対象者の普段の入浴方法によ
り、入浴群、シャワー足浴群に分け、月経が終了した翌日を 1 日目として、20 日目まで排
尿日誌の記載を依頼した。入浴群、シャワー足浴群ともに、入浴またはシャワー浴中に骨
盤底筋訓練を 10 分間実施した。プログラム実施後、日常生活での継続に関する意見を聴取
した。調査期間：2016 年 2 月～4 月。本学倫理委員会の承認を得て行った（認証番号 15060）。 
【結果と考察】 20 名の協力が得られ、入浴群 11 名、シャワー足浴群 9 名であった。未
提出の 4 名の排尿日誌が提出され次第、分析を行う予定である。現在得られている対象者
からの意見として、「入浴の時間帯に限られているので、実施や継続は難しくはない」「時々
実施を忘れてしまうこともある」「初めは骨盤底筋の感覚が掴めなかったが、徐々に感覚が
わかるようになった」「骨盤底筋について、いつもこれでいいのかな？と思いながら実施し
ていた」「排尿日誌を常時携帯するのに困った」「排尿日誌を毎日記載することで、自分の
排泄パターンをつかむことができた」「自分で夜の飲水量を調整することができた」などが
あった。今後は、プログラム実施期間中にフォローアップを行うことで、排尿に関する個
別指導と骨盤底筋訓練の指導を加え、下部尿路症状のある女性に対して『排尿セルフケア
プログラム』を実施し、効果を検証していきたい。  
 
今回の研究結果は、日本看護技術学会第 15 回学術集会で発表予定である。  
